
ミル トン と 初 期 キ リス ト教 思 想 家

ア レ ク サ ン ド リ ア の ク レ メ ン ス と テ ル トウ リア ヌ ス

森 道 子

紀 元二 世紀 か ら五 世紀 に わた るキ リス ト教 とギ リシア哲 学 とが直 接 出会 って 調和 あるい

は葛藤 を生 じた時 代 に活 躍 した教 父,護 教家達 は ,二 つ の文 化,宗 教 の調 和あ るいは葛藤

の具現 その もので あ った。 その中に は,ギ リシアの文 化 と教育 の 中で成人 した後,キ リス

ト教 に改宗 した人 々や,キ リス ト教 の家 庭で育 ちなが ら,当 時の最高 の教育 と して ギ リシ

ア的教育 を受 けて成 人 した人 々が い る。 いずれ もギ リシア的素養 を充 分身 につ けつつ ,キ

リス ト教 の唯一 に して真 な る神 に対 す る深 い信仰 を抱 いて いて ,ギ リシア語 あ るいは ラテ

ン語で,ロ ー マ帝国 内のギ リシア人 ,ロ ーマ人,ユ ダヤ人等 に,異 教 を棄て キ リス ト教 に

帰依 す る よ う説 得 した り,ま たは異教 の攻 撃に対 して キ リス ト教 の正 当性を弁 護 したので

あ った。ギ リシア護 教家JustinMartyr,Athenagoras,Theophilus,lrenaeus ,Hippolytus,

ラテ ン護教 家MinuciusFelix,Tertullian,ClementofAlexandria,Origen ,ギ リシア教 父

Basil,Eusebius,GregoryofNyssa ,ラ テ ン教父Ambrose等 で あ り,Augustineは 彼 等

全て の頂点 とい え る存在で あ り,最 も偉 大な教 父で あ る。 そ してCOPlestonは 次 の よ うに

言 って い る。

テル トウ リアヌ スに とって異教 哲学 は この世の愚 か さ も同然で あ ったのに対 して ,ア

レキサ ン ドリアの ク レメンスは哲 学を神 の賜物 と見 な し,ユ ダヤの教 育手 段が立 法で あ

った ごと く,異 教世 界を キ リス トへ導 く教育手段 と見な したので あ る。彼 は彼以前 に ユ

ステ ィヌスが 考え た よ うに ,プ ラ トンはそ の知識 を モーゼ と予言者か ら借 りた(ブ イ ロ

ンの主 張)と 考え た。 しか しブイ ロンが ギ リシア哲学 と旧約聖 書を調 和 しよ うと した よ

うに,ク レメンスはギ リシア哲学 とキ リス ト教 を調 和 しよ うと した ので ある。 もちろん

最 後 に勝 利を得 た のは ク レメンスの態 度で あ って,テ ル トウ リア ヌスのそれ ではなか っ

た。 とい うの も聖 ア ウグ ステ ィヌスはキ リス ト教 の世 界観 を提示 す る際 ,新 プ ラ トン主

義 的考 え方 を豊 富 に用 いたか らで あ る。(1)

Miltonの 愛 した キ リ ス ト教 思 想 家 はAugustineで あ り
,異 教 の 思 想 家 はPlatoで あ っ

た こ と は 周 知 の 事 実 で あ る 。 将 来 の 大 作 に 備 え て 読 書 と 研 究 に 耽 っ た 時 代 に 初 期 キ リ ス ト

教 のpatristicwritingsを 幅 広 く読 ん だ こ と も 知 ら れ て い る 。CommonplaceBoo々 に よ る

と ・Augustine,BasiltheGreat,JohnChrysostom,ClementofAlexandria,Eusebius,

GregoryofNyssa,Ignatius,∫ustinMartyr ,Lactantius,Clemens,Tertullian等 を 読

ん で い る 。(2)Ovid的Hellenismを 中 心 と す る ル ネ サ ン ス の 文 学 や,Galileoに 始 ま る 科 学

的 思 考 の 優 勢 で あ っ た 時 代 に あ っ て,ロ ー マ と 英 国 の 教 会 の 腐 敗 を 見 たMiltonが 聖 書 と

初 期 キ リ ス ト教 著 作 と に,キ リ ス ト教 の 初 心,初 め の 姿 を 知 ろ う と し た の は 当 然 の こ と で

あ ろ う。Miltonに と っ て は 同 時 代 の 人 々 に と っ て と 同 様,カ ト リ ッ ク教 会 と は ア リス トテ
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ミル トン と初 期 キ リス ト教 思 想 家

レス哲学 を拠 りど ころに してThomasAquinasの 築 き上げ た 神学 に 基 いた もので あ っ

た。 スコラ哲学,ThomasAquinas,Aristotleに 対 して は拒 絶反応を示 し,そ の中世 ス コ

ラ哲学 の成 、k以前 の,Augustineま で のキ リス ト教 に,キ リス ト教の あ りの ままの姿,あ

るいはあ るべ き姿を探索 した と言え るで あ ろ う。 世の教師 と して 神の道 を正当化 しよ うと

す るMiltonは 異教徒 達 に対 して 神の道 を説 く教父,'護 教家達 に多 くの共通 点を見 出 したに

ちが いない。 なぜ な ら,Miltonも その父 によ り幼 い時か ら深 い キ リス ト教 信仰 の家庭に成

長 しつつギ リシア ・ラテ ンの教 養を 身 につ けたか らで あ る。 また教父達 の時代 はMilton

の時代 と数多 くの共通点 を もつ。MatthewArnoldは 巧み に表現 して い る。

Inthesixteenthcentury,therefore,Hellenismre-enteredtheworld,andagain

stoodinpresenceofHebraism,-arlebraismrenewedandpurged。Now,ithas

notbeenenoughobserved,how,intheseventeenthcentury,afatebefellHellenism

insomerespectsanalogoustothatwhichbefellitatthecommencementofour

era.TheRenascence,thatgreatre--awakeningoffHellenism,thatirresistible

returnofhumanitytonatureandtoseeingthingsastheyare,whichinart,

inliterature,andinphysics,producedsuchsplendidfz-uits,hadliketheanterior

HellenismofthePaganworld,asideofmoralweakness,andofrelaxation

orinsensibilityofthemoralfibre,whichinItalyshoweditselfwiththemost

startlingplainness,butwhichinFrance,England,andothercountries,was

veryapparenttoo.Againthisofspiritualbalance,thisexclusivepre-ponderance

giventoman'sperceivingandknowingside,thisunnaturaldefectofhisfeeling

andactingside,Provokedareaction.(3)

Puritanism,whichhasbeensogreatapowerintheEnglishnation,andin

thestrongestpartoftheEnglishnation ,wasoriginallythereactioninthe

seventeenthcenturyoftheconscienceandmoralsenseofourrace,against

themoralindifferenceandlaxruleofconductwhichinthesixteenthcentury

cameinwiththeRenascence.ItwasareactionofHebraismagainstHellenism,(4)

Miltonの 時代はギ リシアの宗教 に対す るキ リス ト教 の優 越が確 立 し安定 して い る点 にお

いて は,異 教徒達 の攻撃 を強 く受 けた初期 キ リス ト教 の教父,護 教家 達の時代 とはかな り

異 って はい るが,科 学的思考 に よる無神 論が勢 力を強 めて い く時代で あ った。BasilWilley

は次 のよ うに問 いか ける。

Withalltheseforces,scientificandphilosophic,workingtogetherfor`Truth',

andtendingmoreandmoretoshowupthetraditionalimageryofpoetryand

religionasobsolete,phantasmal,orfictitious,howwasitthattheseventeenth

century　 neverthelessproducedwhatDrydenhimselfcalled`oneofthegreatest,

mostnoble,andmostsublimepoemswhicheitherthisageornationhasprod-

uced'一 一ParadiseLost2cs>
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か つ て 誰 も成 し遂 げ 得 な か っ た 英 語 に よ る 叙 事 詩 を 書 く と い う 自 負 に 燃 え て い たMilton

は,英 語 を 古 代 ギ リシ ア 語,ラ テ ン 語 に 匹 敵 す る 文 化 語 に す る と 同 時 に,詩 の 題 材 に お い

て も過 去 の 叙 事 詩 の 主 題 を 凌 が ね ば な ら な い と 考 え て い た 。 そ してHomer,Virgilが 扱

っ た ギ リ シ ア の 神 々 よ り も 一 層 優 れ た 唯 一 の 神 で あ る キ リス ト教 の 神 を 扱 い,そ の 道 の 義

な る こ と を 歌 っ た の で あ る 。

も ち ろ ん,Milton自 身 ル ネ サ ン ス の 時 代 の 子 で あ り,若 き 詩 人 と して 詩 作 を 始 め た 頃

は,ル ネ サ ン ス の 寵 児 で あ っ たOvidの 影 響 を 大 い に 受 け,ル ネ サ ン ス の 詩 人 で あ る イ タ

リア のAriosto,Tasso,同 国 人 のSpenserを 愛 して い た こ と は 確 か で あ る 。 ご く初 期 の

ラ テ ン 語 で 書 か れ たelegyやsonnetに はromanticloveの 要 素 も み られ,L'Allegro,

IlPenseroso,Comusに も ル ネ サ ン ス の 跡 を 著 し く と ど め て い る 。 む し ろ そ こ に は 中 世 か

ら 大 き な 影 響 力 を も っ て,ル ネ サ ン ス へ と 拡 が っ て い った,キ リ ス ト教 に よ る ギ リ シ ア 神

話 のallegoricalinterpretationさ え み ら れ る 。 即 ち ギ リシ ア の 神 々 をdevilsと して 排 斥 す

る 態 度 と は 全 く逆 の,ギ リ シ ア の 神 話 に キ リス ト教 的 意 味 を 読 み と ろ う と す る 態 度 で あ

る。 例 え ば0伽 μ∫ のattendantSpiritの 住 ん で い る 館 は"Beforethestarrythreshold

ofJove'scourt"(6)に あ り,徳 高 き 生 活 を 送 っ た 人 間 達 は'`thatGoldenkey/Thatopes

thePalaceofEternity"(7)に よ っ て"Amongsttheenthron'dgodsonSaintedseats"(8)

に 迎 え ら れ る 。 そ の"Goldenkey"はLycidasのSt.Peterが も っ て い る も の で あ り,

天 国 を 開 け る鍵 で あ る 。

TwomassyKeysheboreofmetalstwain

(TheGoldenopes,theIronshutsamain).(9)

AttendantSpiritはLadyを 護 り え て,天 に 帰 っ て い くが,そ の 先 は 異 教 の 言 葉 と イ メ ー

ジ に よ る天 国 で あ る。

TotheOceannowIfly,

Andthosehappyclimesthatlie

Wheredaynevershutshiseye

upinthebroadfieldsofthesky

ThereIsucktheliquidair

AllamidsttheGardensfair

OfHesperus,andhisdaughtersthree

Thatsingaboutthegoldentree

Alongthecrispedshadesandbow'rs

RevelsthespruceandjocundSpring,

TheGracesandtherosy-bosom'dHours,

Thitheralltheirbountiesbring,

ThatthereeternalSummerdwells,

AndWindswithmuskywing

Aboutthecedarnalleysfling

Nα プ4andCa∬is'∫balmysmells.㈲
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キ リ ス ト教 の 天 国 と 異 教 のHesperidesと を 同 一 視 して い る。

は,こ のHesperidesは 天 に で は な く,地 上 に あ り,

しか しParadiseLostで

orwhowithSaturnold

FledoverAdriatoth'HesperianFields,

Ando'ertheCelticroam'dtheutmostIsles.ilia

第 三 巻(568行),第 四 巻(250行)で は 作 り話 に さ れ て い る 。 さ ら に キ リス ト教 的Chastity

の 裏 付 け と して"Fairsilver--shaftedQueenforeverchaste"(12)と 異 教 の 女 神Dianaが

挙 げ ら れ て い る 。

しか しCharlesDiodatiに 宛 て たElegyWに お い て 「lyricを 歌 う詩 人 に はBacchus,

Phoebus,theMuses,Orpheus,Ceres,Venus,Cupid等 がinspirationを 与 え,"grand

banquets"や"frequentpotationsofoldwine"が 許 さ れ う る が,そ の 主 題 が"warsand

heavenunderJupiterinhisprime,andpiousheroesandchieftainshalf-divine"で あ

り,"thesacredcounselsofthegodsonhigh"や"theinfernalrealms"を 歌 う は ず の

叙 事 詩 人 はPythagorasの よ う に 菜 食 主 義 で な け れ ば な ら な い 。TiresiasもCalchasも

Homerも 年 老 い て か ら のOrpheusも そ う で あ っ た 」 と,theMusesを う ま く喚 起 で き

な か っ た 不 満 を 訴 え るDiodatiに 答 え て い る 。 そ して そ の 続 き に 「と こ ろ が 私 の 歌 お う と

して い る 歌 は,そ の い ず れ で も な く新 し い も の だ 」 と 告 げ て い る 。

Paciferumcanimuscaelestisemineregem,

Faustaquesacratissaeculapactalibris;

VagitumqueDei,etstabulantempauperetecto

Quisupremasuocumpatreregnacolit;

Stelliparumquepolum,modulantesqueaethereturmas,

EtsubitoelisosadsuafanaDeos.

{Iamsingingtheheaven--descendedKing,thebringerofpeace,andthe

blessedtimespromisedinthesacredbooks--theinfantcriesofourGodand

hisstablingunderameanroofwho,withhisFather,governstherealms

above.Iamsingingthestarryskyandthehoststhatsanghighinairand

thegodsthatweresuddenlydestroyedintheirownshrines.)u3}

そ の 新 しい 歌 と はOntheMorningofChrist'SNativityで あ る。Hanfordは こ れ を,

Miltonの 詩 に お け る 新 しい 調 子 だ と 言 っ て い る 。

ThePoemitself,asallcriticshaverecognized,strikesanewnoteinthe

poetryofMilton.Belonginginitsgeneraltraditiontothesoberveintowhich

hehadalreadydeclaredallegianceintheEnglishpoemsandexhibiting,like

them,theinfluenceoftheSpenserianschool,itquitetranscendstheearlier

poemsinelevationandpoeticfervor.wefeelthathere,farthefirsttime,we
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havethegenuineandcharacteristicreactionofMilton'spersonalityupona

seriousreligiousobject.Hecontemplatestheevent,notatallwiththeloving

surrenderofaCatholicpoettoitshumansweetness,butwithanaustere

intellectualizedemotionstirredinhimbytheideaofitsmoralsignificance.

Christis,forhim,notababe,norindeedapersonatall,butasymbolof

purityandtruth,thattruthwhich"cameonceintotheworldwithherdivine

Master,andwasaperfectshapemostglorioustolookon."Thepagandeities

aremultiformuglinessoferror,puttoroutbythegod‐likesimlicityofChrist

asshadowsbythesun.Thepoetcompletelyidentifieshimselfwithhisconception

andthisidentificationcallsforthallhisimaginativeandexpressivepowers.

HowevermuchMilton'sprecisetheologicalideasmayhavechangedinIaterlife

andhisethicalsensebecomeenrichedwiththecontentofexperience,hisattitude

retainstotheendtheformwhichitassumesintheNativityOde.Thepoemis

thelyricpreludeofParadiseLostandinanexactersenseof・ParadiseRegained.(1の

即 ち初 めてMiltonは 自 らの詩 作 の 目的 は真 剣 な宗 教的 な もので あ って,そ のテー マは古

代 ギ リシアの神 々では な く,キ リス ト教 の神 で あ るとい う態度 を表明 して い るので あ る。

そ して これ 以後芸術 的表現 と して は しば しば曖 昧で あ って も,そ の意識 内で は明確 に二つ

の文 化,宗 教 を区 別 し,Hebraism-ChristianityをHellenismの 優 位 にお くことを忘 れ る

こ とはな いので あ る。

この詩 の主 題 は幼児Christの 誕生 によ り異教 の神 々のoraclesは 空 しくな り,ギ リシ

ア,mマ,イ ス ラエル,エ ジプ トの神 々は次 々 と姿を消 して い くとい うもので,Allegory

の要 素を ま じえて 描写 されて い る。Christ生 誕 の夜 に き こえ た天 使達 と天 体 の音楽 は,天

と地 を結 び合わ せ るもので あ り,い まだか つて きかれ た ことのない もので あ った。

Whensuchmusicsweet

Theirheartsandearsdidgreet,

Asneverwasbymortalfingerstruck,… … 〔15)

そ れ はClementofAlexandriaのTheExortationtotheGreeksの"newmusic","new

song"を 思 い 出 さ せ る 。

ThisEunomusofminesingsnotthestrainofTerpanderorofCapio,noryet

inPhrygianorLydianorDorianmode;butthenewmusic,withitseternal

strainthatbearsthenameofGod.Thisisthenewsong,・ ・・…(18)

"Dorianmode"はP
aradiseLostのfallenangelsが 行 進 す る 時 の 音 楽 で あ り,

Anontheymove

InperfectPhalanxtotheDorianmood
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OfFlutesandsoftRecorders;asp

"Lydianmode"はL'A〃
6groでOrpheusと 結 び つ け られ て い て,illParadiseLostで は

"Withothernotesthantoth'O
rpheanLyt-e"(211とMilton自 身 の 歌 はOrpheasの と

は 異 る こ と が 述 べ ら れ て い る。 さ ら に こ の 新 し い 歌 は 天 地 創 造 の 初 め に 奏 られ た と い う 点

に お い て もMiltonとClementは 一 致 して い る 。

SuchMusic(as'tissaid)

Beforewasnevermade
,

Butwhenofoldthesonsofmorningsung,

WhiletheCreatorGreat

Hisconstellationsset
,

Andthewell-balanc'tworldonhingeshung,

Andcastthedarkfoundationsdeep,

Andbidthewelt'ringwavestheiroozychannelkeep.〔22}

Anddonotsupposethatmysongofsalvationisnewinthesamesenseas

implementorahouse.Foritwas"beforethemorningstar";and,"inthe

beginningwastheWord,andtheWordwaswithGod,andtheWordwas

God."a31

Nativity・.xixとxxの 古代 ギ リシアの神 々のOraclesは 絶 えて しま った とい う くだ

りは,Clementの 第 二章 の始 め と類似 点が多 い。

TheOraclesaredumb,

Novoiceorhideoushum

Runsthroughthearchedroofinwordsdeceiving.

Apollofromhisshrine

Cannomaredivine,

WithhollowshriekthesteepofDelphosleaving.

Nonightlytrance,orbreathedspell,

Inspiresthepale-ey'dPriestfromthepropheticcell.⑳

Donotthereforeseekdiligentlyaftergodlesssanctuaries,noraftermouthsof

cavernsfullofjugglery,ilortheThesprotiancaldron,northeCirrhaeantripod,

northeDodoniancopper.Asfortheoldstumphonouredbythedesertsands,

andtheoracularshrinetheregonetodecaywiththeoakitself,adandonthem

bothtotheregionoflegendsnowgrownold.TheCastalianspring,atleast,

isallsilent.SoisthespringofColophon;andtherestofthepropheticstreams

arelikewisedead.X51
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ClementがZeusとApolloを 明 示 して い る の に 対 し,MiltonはApolloの み 挙 げ て 他 は

暗 示 す る に と ど め て い る 。PardiseRegainedに お い てChristの 口 を 通 してoraclesに 言

及 す る 場 合 も 同 様 で あ る 。

Nomoreshaltthoubyoraclingabuse

TheGentiles;henceforthOraclesareceast,

AndthounomorewithPompandSacrifice

Shaltbeinquir'datDelphosorelsewhere,

Atleastinvain,fortheyshallfindtheemute.㈱

Zeusを 避 け て い る の は"Apolloaloneamonggodswhogiveoracles"伽 と 言 っ た と い う

Herodotusを 意 識 して い る の で あ ろ うか 。 恐 る べ き 幼 児 の 訪 れ に 敗 走 して い っ た 異 教 の 神

々 はfallenangelsと して,ParadiseLost第 一 巻 の 異 教 の 神 々 のcatalogueに 登 場 す る 。(281

こ の 異 教 の 神 々 即 ちfallenangels即 ちdevilsの 考 え は 早 くJustinMartyrのApologia

Primaに み ら れ る が,教 父 達 に 受 け 継 が れ て キ リ ス ト教 の 伝 統 と な っ て い る 。

Thestoryhowcertainangelscorruptedthemselvesandhowfromthemwas

producedabroodofdemonsyetmorecorrupt,condemnedbyGodwiththe

authorsoftheirraceandthatprincewhomwehavenamed--allthisisduly

madeknowninthesacredbooks.⑳

ギ リ シ ア と イ ス ラ エ ル の 神 々 の み な ら ず,Osiris,Isis,Orus等 と エ ジ フ゜トの 神 々 が 加 え

ら れ て い る の はNativityO48xxiiiと 同 じで あ る。 エ ジ プ ト人 のanimal--worshipに つ い

て 語 り,fish,sheep,wolf,do9,bull,goat等 のbeast神 を 挙 げ て い るClement⑳ の 影 響

を 否 め な い で あ ろ う。 他 な ら ぬ エ ジ プ ト土 着 の 神 々 で あ っ て,ギ リ シ ア 神 話,聖 書 に は 見

られ な い 神 々 で あ る 。Poseidon,Apollo,Zeus他 の 淫 乱 な 神 々 の 素 行 や そ の 対 象 と な っ た

Amphitrite,Amymone,Alope,Melanippe,Alcyone,Hippothoe,Chione,Sterope,

Aethusa,Arsinoe,ZeuxipPeProthoe,Marpessa,Daphne,Alcmene,Leda,Semele等

の ニ ン フ 達 の 名 を 列 挙 して い るClement⑳ はParadiseRegainedの 第 二 巻 に 無 縁 と は 言

え な い で あ ろ う。

InValleyorGreenMeadow,towaylay

Somebeautyrare,Calisto,Clymene,

Daphne,orSemele,Antiopa,

orAmymone,Syrinx,manymore

Toolong,thenlay'stthescapesonnamesador'd,

Apollo,Neptune,Jupiter,orPan,

Satyr,orFaun,orSilvanP舩

NativityO漉 の"agreaterSun"(33)と して 世 を 照 ら すCnristは"thesunofthe

resurrection""purerthanthesun"Gの 等 と 自 然 の 太 陽 に 優 る 太 陽 と して 描 か れ て い る
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ClementのChristの イ メ ー ジ と 同 一 で あ る 。

しか し牧 者 と して のChistの 姿 を 異 教 の 牧 神Panと 重 ね て い る と こ ろ"themighty

Pan"はComusの"bounteousPan"やParadiseLostの 自 然 全 体 を 司 る 者 と して の"the

UniversalPan"等 と 共 に,異 教 の 神 話 のallegoricalinterpretationの 痕 跡 を 残 して い

る 。 た だ し,ParadiseLost第 四 巻 で は,Panは 作 り話 の 神 と な っ て い る 。

ま たNativityOdeの"TruthandJusticethen/Willdownreturntomen"㈱ は

TertullianのApollogy巻 頭 と 同 じ考 え に 基 い て い る 。

Truthknowsthatsheisastrangeronearthandeasilyfindsenemies

amongmenofanotherallegiance,butsheknowsthatherrace,home,hope,

recompense,honour,areinheaven.(36)

JusticeとMercyの 調和 は初 期 キ リス ト教の重大 な問題 の一 つで あった。 キ リス ト教 とギ

リシア哲学 との調和 にか け られ た長 い期 間の課題 の一 つで あ った。137)ParadiseLostの 神

とChristの 言葉 の中に頻 出す る言 葉で あ る。 神学者 の ように自 らを弁護す る神 と して悪

名高い ところであ る。

Heetoappeasethywrath,andendthestrife

OfMercyandJusticeinthyfacediscern'd,劔

Clementの 異教徒 とその神 話哲学 に対 す る態度 が穏 やかで説得 の調子 の もので あ った と同

様,NativityOdeもParadiseLostも 常 にキ リス ト教を優越 させ るMiltonの 意識 を根底

に確乎 と保 ち続 けては い るが,異 教 との調和 とい う印象 を も与え る作 品であ る。

stillgovernthoumySong,

Urania,andfitaudiencefind,thoughfew.

Butdrivefaroffthebarbarousdissonance

4fBacchusandhisRevellers,theRace

OfthatwildRoutthattoretheThracianBard

InRhodope,whereWoodsandRocksleadEars
'1'
orapture,tillthesavageclamordrown'd

BothHarpandVoice;norcouldtheMusedefend

HerSon.Sofailnotthou,whotheeimplores

ForthouartIleavn'ly,sheeanemptydream.f3si

Platoは 教 父 達 の 時 代 に お い て も,Miltonの 時 代 に お い て も 変 らぬ 敬 意 を 払 わ れ て い

て,彼 の 哲 学 に よ っ てHellenislnとHebraismと は 融 合 し た の で あ っ た 。ParadiseLost

第 五 巻 に はPlatoのIdeaを 反 映 した 箇 所 が あ る 。

WhatifEarth

BebuttheshadowofHeav'n,andthingstherein

一28一



Eachtootherlike,

ミル トン と初 期 キ リス ト教 思想 家

morethanonEarthisthoughtP⑳

Clementも ギ リ シ ア の 神 々 に つ い て 愚 か な,

Platoは 別 だ と 言 っ て い る 。

価値のない意見を述べる哲学者達のうちで,

"lti
sahardtasktofindtheFatherandMakerofthisuniverse,andwhen

youhavefoundHim,itisimpossibletodeclareHimtoall.BecauseHecanin

nowaybedescribed.tail

と 言 っ た と い うPlatoの 言 葉 を 引 用 してClementは"Welldone,Plato,youhitthetruth"

と い う の で あ る。 さ ら に 論 を 進 め てClementは 哲 学 者 達 だ け で は な く詩 入 達 の う ち に も

真 理 を 啓 示 す る も の が あ る と 述 べ,EuripidesとSophoclesと を あ げ,続 い てOrpheusも

真 実 を 語 る と そ の 詩 を 引 用 して い る 。

Whatnature,say,mustmanascribetoGod?

Heseethall;yetne'erHimselfisseen.(93)

Oneonly,oneinverytruthisGod,

Whomadehighheavenandthespreadingearth,

Theocean'sgleamingwave,themightywinds.

Butwe,vainmortals,erringmuchinheart,

Seeksolaceforourwoesbysettingup

Theimagesofgodsmadeoutofstones,

Orformsofbronze,orgold,orivory.

Thensacrificeandemptyfestival

Tothesewepay,andthinkitpiety.(鋤

Norletpasterrorsrobtheenowoflife.

Beholdtheworddivine,tothisattend,

Directingmindandheartaright;treadwell

Thenarrowpathoflife,andgazeonHim,

Theworld'sgreatruler,ourimmortalking.
コ　　
One,self-begotten,lives;allthingsproceed

FromOne;andinHisworksHeevermoves

NomortalseesHim,yetHimselfseesall.(45)

TheReasonofChurchGovernmentに お い て,Miltonが 自 ら の 詩 の 野 望 を 述 べ て い る と こ

ろ に,EuripidesとSophoclesと を 範 と 仰 い で い る部 分 が あ る 。

thosedramaticconstitutions,whereinSophoclesandEuripidesreign,

foundmoredoctrinalandexemplarytoanation.㈱

shallbe
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従 ってParadiseRegaindに お い てChristを 誘 惑 す るSatanの 言 葉 に は 説 得 力 が あ る。

ThencewhattheloftygraveTragedianstaught

InChorusorIambic,teachersbest

Ofmoralprudence ,withdelightreceiv'd

inbriefsententiousprecepts ,whiletheytreat

Offate,andchance,andchangeinhumanlife,

Highactions,andhighpassionsbestdescribing:147

Orphe≪sに 関 して はDouglasBushがL'Allegroに 始 ま り,Lycidasを 経 てParadise

Lostに 至 るMiltonの"artisticandspiritualevolution"のsummaryを 彼 のOrpheusへ

のallusionsの 変 化 に 見 て い る 。f48)OrpheusもMiltonの 中 で 少 か らぬ 興 味 の 対 象 と な っ

て い た と 言 え る 。Raphaelの 言 葉 を 始 め と しMiltonに し ば し ば み ら れ る 言 い 方,

So,ifgreatthingstosmallmaybecompar'd.(49?

はClementの"itwemaycomparethingssmallandperishablewiththingsgreat

andincorruptible"と 同 じ言 い 方 で あ る 。 こ の よ う にMiltonの 精 神 を 形 成 した 無 数 の 書

物 の う ち の 一 つ と して で は あ る が,AlexandriaのClementの 及 ぼ した 影 響 は 決 して 少 い

と は い え な い 。Coplestonの 言 う ご と く,教 父,護 教 家 達 の う ち の 一 典 型 で あ る 。 し か し

Clement的 穏 か さ,異 教 の よ い も の は 認 あ て,調 和 統 一 を も 辞 さ な か っ た 態 度 をMilton

は や が て 変 え て い くの で あ る 。

ル ネ サ ン ス か ら遠 く離 れ てHebraism-Christiarityのpuristた ら ん と 欲 し,Puritan革

命 へ 身 を 投 じて い っ たMiltonのApologyForSmectymnuusを は じ め とす る 数 々 の 散 文 に

は,教 父,護 教 家 達 の う ち で も 最 もPuritan的 要 素 を 備 え て い た と い わ れ て い るTertullian

の 熾 烈 な 妥 協 を 許 さ ぬ 鋭 い 言 葉 使 い と 態 度 を しの ば せ る 。 ギ リ シ ア の 神 々 と 宗 教 を 非 難 す

るTertullianとPrelacyを 攻 撃 す るMiltonの 調 子 に は 共 通 点 が 多 い 。 両Apologyを 貫

い て い る の はAllegoryと い う,よ り穏 か な 姿 でNativityO48に 現 わ れ たJusticeと

Truthの 精 神 で あ る 。

Iresolv'dtostandonthatsidewherelsawboththeplainautorityofScripture

leading,andthereasonofjusticeandequityperswading;6⑪

HomerやSophoclesを 引 用 して 議 論 を 進 あ て い る の も 両 者 に 共 通 で あ る。Tertullianや

Clementが 異 教 の 神 々 やoraclesに つ い て 述 べ た こ と をthePopeやmonksやprelates

に あ て は め て,MiltonはApologyforSmeectymnuusを 次 の よ う に 結 ん で い る。

andthatthey(thePopeandMonks)havealsothisguift,likeacertaine

kindeofsomethatarepossest,tohavetheirvoiceintheirbellies,which

beingwelldrain'dandtakendowne,theirgreatOracle,whichisonlythere,
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willsoonebedumbe,andtheDivinerightofEpiscopacyforthwithexpiring,

willputusnomoretotroublewithtediousantiquitiesanddisputes.側

当時の英 国教会,pマ 教 会 に対す る批 判,Prelacyに あ る人 々の堕 落,偽 善,傲 慢,貧

欲,虚 栄 等へ の鋭 い攻撃が全篇 を貫 いて い る。(52)それはMiltonの 散文韻 文を 問わぬ ほぼ

全作 品に浸透 してい る烈 しい憤激で あ る。 その萌 芽はLycidasに 見 られ る。異教 のニ ンフ

や神 々が次 々 とLycidasの 死を嘆 きに訪れ て くるが,最 後 にガ リレアの漁夫St.Peterが

や って くる。 先に訪れて きた者達 と異 り,St.Peterは 何 もの を も容赦 しない厳 しい態度

であ る。

"Ho
wwellcouldIhavespar'dforthee,youngswain,

Enoughofsuchasfortheirbellies'sake.

Creepandintrudeandclimbintothefold?

Ofothercaretheylittlereck'ningmake,

Thanhowtoscrambleattheshearers'feast,

Andshoveawaytheworthybiddenguest;

Blindmouths!thatscarcethemselvesknowhowtohold

ASheep-hook,orhavelearn'daughtelsetheleast

ThattothefaithfulHerdman'sartbelongs!

Whatreeksitthem?Whatneedthey?Theyaresped;

Andwhentheylist,theirleanandflashysongs

GrateontheirscrannelPipesofwretchedstraw.

ThehungrySheeplookup,andarenotfed,

Butswolnwithwind,andtherankmisttheydraw,

Rotinwardly,andfoulcontagionspread

BesideswhatthegrimWolfwithprivypaw

Dailydevoursapace,andnothingsaid;(諭

TertullianはClementと ち が っ て,ギ リ シ ア 文 学 に つ い て 次 の よ う に 述 べ て い る 。

ButIturntoyourliterature,bywhichyouaretrainedinwisdomandthe

liberalarts;andwhatabsurditiesIfind!(54)

彼 はSocratesを もPlatoを も受 け容れ ない。 彼 によればギ リシアの全知恵 を もって して

も,予 言者 の ただ一 冊の本 に もかな わず,ギ リシア哲学者 とキ リス ト者 とは全 く相反す る

両極で あ る。

Soallthesubjectmatter,allthematerial,alltheorigins,chronologies,

sources,ofeveryancientpenyouknow-一 一一yes,andmostofyourraces,your

cities,famousinhistory,hoaryofmemory--nay,theveryshapesofyour

letters,thosewitnessesandguardiansofthepast-一 一一and(forIseemtobe

understatingthings),Isay,addyourverygods,temples,oracles,ritualsand
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all-一一一thebookofasingleprophetnotwithstandingbeatsthemall,withcenturies

tospare-一 一thatbookinwhichisseensummedupthetreasureofthewhole

Jewishreligion,andinconsequenceofoursaswell.(551

ButthenwhathavephilosopherandChristianincommon,‐thediscipleof

Greeceandthediscipleofheaven,一 一thebusinessoftheonewithreputation,

oftheotherwithsalvation,一 一themanofwordsandthemanofdeeds,一 一一the

builderandthedestroyer,一 一一thefriendandthefoeoferror,一 一themanwho

corruptsthetruth,andthemanwhorestoresitandproclaimsit-一 一一thethiefof

truthanditsguardianP6θ

この烈 しい区 別,黒 と白とには っき り分 け る態度 は,ParadiseRegainedのChristの それ

に大 きな影を落 して い るとはいえ ないで あろ うか。

Tertullianは 入生 の終 りに近 ず くにつれ,そ の態 度が熾 烈な もの にな って い った と言 わ

れて い る。ClementやAugustineの よ うに異教 とキ リス ト教 の文化 を融合 させ調和 させ

て,数 々の 見事 な作品 を創造 して きたMiltonは,そ れ らの作 品の 中に時折 うかが われて

い た厳 しさを,そ の最後 の作品 に吐 露 して い るよ うで あ る。 そ こで 自 らの最 も純粋,直 裁

の態 度を表 明 しよ うと して い る。詩 人 と して も,Puritan革 命 の闘士 と して も,そ の栄光

も失 意 も経 験 した老 令 の詩 人が,人 生 の終 りに際 して 想 いをめ ぐらせた結果 産み 出 した も

のであ る。 数多 くの装飾 的異教 の イ メー ジをふ り払 って,よ り純粋 に,簡 潔 に,異 教 に対

す るキ リス ト教 の優 位 をヘ ブ ライの詩 の形式で,Christの 口を通 して語 って い る。

Honler,Pindar,悲 劇詩 人達 の文学やSocrates,Plato,Epicurus,ス トア派等 の哲学 を

あげて,流 麗 な言葉 でChristを 誘 惑す るSatanと 殆 ん ど同 じ順序 でTertullianは ギ リ

シアの又 学哲学 を誹誘 し,予 言 者達 を ほめたたえて い る。Clementも 異教 の賢 人達 に優 る

人 々 と して ヘ ブ ライの予言者 達を挙 げて はい るが,異 教 の哲学 者,文 学 者達 の長所 も認 め

て い る。

Nowthatwehavedealtwiththeothermattersindueorder,itistimeto

turntothewritingsoftheprophets.Forthesearetheoracleswhich,by

exhibitingtousintheclearestlightthegroundsofpiety,layafirmfoundation

forthetruth.Thesacredwritingsarealsomodelsofvirtuousliving,andshort

roadstosalvation.Theyarebareofembellishment,ofoutwardbeautyof

language,ofidletalkandflattery,yettheyraiseupmanwhenfastboundin

thegripofevil.Despisingthesnareofthislife,withoneandthesamevoice

theyprovideacureformanyills,turningusasidefromdelusionthatworks

harm,andurgingusonwardwithclearguidancetosalvationsetbeforeour

eyes.6の'

ParadiseRegainedのChristはTertullianと 同 じよ うにギ リシアの文学 哲学を 次 々と斥

けて,ヘ ブ ライの文学 と予言者 達 を称 揚す る。
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Illimitated,whiletheyloudestsing

ThevicesofthirDeities,andthirown

InFable,Hymn,orSong,sopersonating

ThirGodsridiculous,andthemselvespastshame.闘

ButhereintoourProphetsfarbeneath,

Asmendivinelytaught,andbetterteaching

ThesolidrulesofCivilGovernment

Inthirmajesticunaffectedstyle

ThanalltheOratoryofGreeceandRome.

Inthemisplainesttaught,andeasistlearnt,

WhatmakesaNationhappy,… … ㈹

も っともMiltonの"plainesttaught,andeasiestlearnt"は 前掲 のClementの"short

roads"と 相 通ず るところが あ る。

「Christと は何 者か」 とい う問題 はClementに もTertullianに とって も,そ の作 品の

頂点 とも言 うべ き重要 問題 で ある。 神 の言 葉であ る神 の子Christが この世の創造 主で あ

る とい う点 においてMiltonはTertullianと 一致す る軌 神 と自然 とを同一視 して いた こ

と も共通 して い る。

Augustineを 愛 して,Platoの 哲学 と調和 した キ リス ト教神学 を受 け容 れて はい るが,

二 つの文化,宗 教の陵昧 さを残す綜合 は,Miltonの 本 性 には合致 しなか ったで あろ う。 白

と黒 とを明確 にす る強 い個性 の持主 であ ったMiltonに はTertullianの 態 度に大 いな る共

感 を覚え たのでは ないだ ろ うか。
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